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① ドライバーの1週 間平均運転時間は162分	・平均助手席乗車時間は119分 、ノン ドライバーの平均助手席乗車時間は
111分 であった。
② ドライバーの早産率は2.2%、 ノンドライバーの早産率は4。7%で あった。
③非乗車時及び乗車時ともに、 ドライバーとノンドライバーの間に子宮収縮自覚の有無については全く有意差がな
かった。
2)ド ライバーが自ら運転 している時と助手席に乗車 している時の子宮収縮自覚の比較
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2.対象 ・方法
1)妊 娠中に自動車を運転 していた者(以 下 ドライバーと
する)
医療法人定生会谷口病院で分娩をした1000名 の内、妊











解 析ソ フ トSPSSを 使 用 して単純 ・クロス集計 を行 い、
カイニ乗検定お よびt検 定 によ り比較 した。有 意水準は





































年齢 平均 ±SD 280±4.0歳27.6±4.9歳











運転 歴 , 
免許有り 492(98.4%)101(59.4%) 
ペーパードライバー -67(39 δ .4%)
平均 ±SD 8.0±39年7.2±4,1年(非 妊 時ドライバー34名)
範囲 05～20年05～16年 舮
5年 未満 100(20.0%)9(26.5%)(34名 中)













車種(運 転席)軽 自動車 194(38.8%)
普通自動車 298(59.6%)
馨
両 方 ・ 一 
NA 8(1.6%)

















回っていた。従って、 ドライバーにおいては、運転時及 収縮を自覚する者の比率 については有意差が認め られな
び助手席乗車時を加算 した1週間の平均総乗車時間は282 かった(図2)。
分、平均総乗車回数はS.6回 となり、ノン ドライバーを大 次に、非乗車時と乗車時(ドライバーは運転席、ノン ド
きく上回ることが判明した。 ライバーは助手席)の子宮収縮 自覚の変化については、乗
車によ り子宮収縮が増強 した者は ドライバーの14%、 ノ
3.ドライバーとノンドライバーの子宮収縮自覚の比較 ン ドライバーの23%で あり、乗車によっても子宮収縮が
非乗車時では ドライバーの70%、 ノンドライバーの77 変化 しなかった者は ドライバー、ノン ドライバーともに
%の 者が子宮収縮を自覚 していた(図1)。また、乗車時に 29%で あった。一方、乗車によってかえって子宮収縮が軽
おいては ドライバーの53%、 ノンドライバーの65%の 者 減 した者も ドライバーの8%、 ノン ドライバーの9%に 認
が子宮収縮を自覚していた。 この様に、非乗車時および められた。この様に、乗車による子宮収縮自覚の変化につ
乗車時ともに、 ドライバーとノン ドライバーの間に子宮 いても両群間で有意差は認められなかった。
表2乗 車状況
ドライバー ノンドライバー
総乗車 運転席 助手席 助手席
有効回答数 N=440
N=473 N=458 Nニ148 
(有効回答率) (ss.o%〉 (94.6%) (91.6%) (87.1%)
延べ1週 間乗車時間
平均 ±SD(分) 281.94±208.96 162.34±173.52 119.10±103.96 111.37±126.17
範囲(分) 20～2390 5^2270 2^-900 6^-1110
延べ1週 間乗車回数
平均±SD(回) 8.64±6.06 5.83±4.16 2.83±4.50 3.07±2.02
範囲(回) 2^-92 1^-40 1^-90 1^-10
平均1回 乗車時間
平均 ±SD(分) 35.53±20.82 28.70±19.84 50.16±37.88 37.59±28.68
範囲(分) 1.6～149.4 3.8-r180 1^-360 6^-240






























運転 席 助 手席 助 手 席 
N=500(100%) N=500(100%) N=170(100%)
自覚あり 自覚なし 自覚あり 自覚なし 自覚あ瞬 自覚なし
236 113 222121 9932 
自覚あり 
(47.2%) (22.s%〉 (44.4%)(24.2%) (58.2%)(18.8%)
非乗車時 i 
31 120 42108 1126 
自覚なし 
(s.2%〉 (24.0%) (8.4%)(21.6%) (6.5%)(15.3%) 




を自覚 した者は307名 に達 し、ドライバーの約213を 占め の各項 目については、全ての項 目において有意差は認め
ていた。この307名 について運転中あるいは助手席乗車中 られなかった。
のいずれがより強く子宮収縮を自覚 したか質問したとこ また ドライバーが助手席に乗車 した時に子宮収縮を自
ろ、運転中の方が強い者が20.2%、 同程度の者が19.1%、覚する者と自覚しない者との間にも全ての項 目において
助手席の方が強い者が23.3%と ほぼ同一の比率を示した 有意差は認められなかった。





表4運 転席と助手席乗車時の子宮収縮自覚の比較 表5運 転席と助手席乗車時の子宮収縮自覚の程度 
運転席 自覚の程度の比較 N=490(100%)
N=490(100%)自覚あり 自覚なし
運転席 〉 助手席 99(20.2%) 
213 48 
自覚あり (43.4%) (9.8%) 運転席 二 助手席 94(19.1%) 
助手席
46 183 運転席 く 助手席 114(23.3%) 
自覚なし 




自覚 あ り 自 覚 な し 自覚 あ り 自覚 なし 自覚 あ り 自覚 な し 
有効回答数 N=256 N=217 N=243 N=212 N=99 N=48 
(有効回答率) (9$.4%) (93.9%) (93.1%) (92.6%) (90.0%) (82.8%)
延べ1週間乗車時間
166.43±154.71 157.52±193.62 1 5.17±111.28 110.71±91.97 117.73±148.40 99.13±59.96
平均 ±SD(分) 
延べ1週間乗車回数




28.97±20.04 28.39±19.64 52.42±35.15 47.40±40.81 39.14±33.46 34.45±14.95
平均±SD(分) 
最短乗車時間
19.31±16.70 20.05±16.83 49.44±33.02 43.77±35.70 30.05±29.03 25.10±11.87
平均 ±SD(分) 
最長乗車時間






















自 覚 あ り 
(n=264)
自 覚 な し 圍(n=232)

自 覚 あ り 
(n=261)
自 覚 な し 圜(n=227)
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INVESTIGATION ON CAR DRIVING DURING PREGNANCY 

—COMPARISON OF SUBJECTIVE UTERINE CONTRACTIONS 

BETWEEN DRIVING A CAR AND BEING IN A PASSENGER SEAT— 
Yukari Nakajima, Kazuko Somehara, 

Takeshi Taniguchi, Yuji Murata, Kenji Yamaji
 
Abstract 
The purpose of this study was to determine whether driving a car or being in a car is responsible for increasing uterine activities or 
shortening gestational age. 
Demographic questionnaires were performed on 1000 women who gave birth between May, 1998 and June, 1999 at Taniguchi 
Hospital in  lzumisano City, Osaka prefecture. 
We received 500 answers from the women who both drove a car as well as sat in a passenger seat during pregnancy (drivers) and 190 
answers from the women who only sat in a passenger seat during pregnancy (non-drivers). 
Results as follows: 
1)A comparison of basic information and subjective uterine contractions between drivers and non-drivers 
On average, a driver drove a car for 162 minutes and sat in a passenger seat for 119 minutes each week. A non-driver spent 111 

minutes each week in a passenger seat. 

Preterm birth rate of drivers and non-drivers were 2.2% and 4.7%, respectively. 

There were no significant differences in subjective uterine contractions between drivers and non-drivers regardless whether or 

not they were in a car. 

2)A comparison of subjective uterine contractions of the drivers between driving and being in a car 
0 The incidence of subjective uterine contractions while driving was 53.4%, and while sitting in a passenger seat was 52.8%. 
0 Approximately 90% of those who noticed uterine contractions while they were either driving or sitting in a passenger seat, did so 
while they were not in a car. Moreover, over 80% of those who noticed uterine contractions while they were driving, did so while 
they were sitting in the passenger seat. 
©Among those who noticeduterine contractions in a car, approximately 1/3 felt more while driving, approximately 1/3 felt more 
while in a passenger seat, and 1/3 felt no differences. 
0 	More women claimed an increase in nervousness while driving. The degree of nervousness was not correlated with subjective 
uterine activities. 
We conclude that driving a car does not seem to increase more uterine activities or result in shorter gestational age than being in a 
passenger seat. 
Key words: pregnancy, driving, uterine activity, passenger seat 
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